
建 築 美 術工芸同人

「座かんさい」の同人が自らの「もの
づくり」について語る土曜塾のトッ
プバッターとして、建築家の立場か
らお話をさせていただきました。
そもそも建築とは何かというメタ
レベルの話ではなく、建築デザイン
を実践する現場で、何を考えてどのようにデザインをやっ
ているのかをお話しするという土曜塾の趣旨にそって、私
の生い立ち、ものづくりに対する考えや建築デザインにお
ける主題についてお話をし、竹中工務店時代と独立後の作
品、現在進行中のプロジェクトの紹介をさせていただきま
した。
「ものづくり」とは自己表出であり、優れたもの（作品）は優
れた自己による表出の結果であると考えています。生まれ
た場所と環境、そこでの生活の記憶、どこで何の教育を受け
誰に師事したかといった経験、自己を磨くための研鑽など、
それら全てが今ある自己に統合されています。建築家に
とって故郷という場所は時にその建築家の全てであるよう
に感じることがあります。プリッカー賞を受賞したメキシ
コの建築家、ルイス・バラガンにとっての故郷グアダラハラ
への郷愁、サクラダファミリアを設計したアントニオ・ガウ
ディにとっての故郷の岩山の風景などは、彼らの建築の中
心に存在するものです。オランダの建築家レム・コールハー
スの建築に見られるシークエンシャルな空間には、映画の
シナリオライターを経て建築家になった彼の自己が明瞭に
表出されていることも指摘しました。そんなわけで、私が伊
勢で育ち、伊勢神宮や五十鈴川を遊び場にしていたことな
どの話から始めて、アメリカの設計事務所での経験と、その
後の世界の建築家との交流などもお話しました。

私の建築デザインの主題に関しては、「接続」というテーマ
でお話しました。その意味は、①建築は建築に固有の価値の
みを追求しようとすると社会から孤立する、②環境や自然、
風景、都市、歴史、文化、I Tなどの外部に「接続」させること
で、建築の価値や社会的意味を高め、建築デザインの可能性
を開く、というものです。重要なことは、建築と外部をいか
に濃密に「接続」させるかということです。接続の密度が高
いほど建築は揺らぎ、変容し、新たな姿をともなって立ち上
がることになるからです。そのためには時として建築は接
続した外部の力に負ける必要があります。より受容的であ
ることが、建築と建築家に求められていると考えています。
スライドによる作品紹介では、「接続」という主題が実践と
してどのように展開されたのかを、ランドスケープデザイ
ナーや照明デザイナーなどとのコラボレーションのプロセ
スなどの話をまじえて紹介させていただきました。
その後の皆さんとの議論は、もう少し時間があればより内
容の深いものになったのではと感じました。次回以降、土曜
塾がさらに充実してゆくことを願っています。
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